























よび小説論を読んで身につけた常識を、いわば祖述したものにすぎない。風俗を描くことは小説の異端ではけっしてなく、本筋なのである。社会のなかにある人間をとらえようとすれば、社会的動物である人間の行動 様式、ないし文明の約束ごととしての風俗をぬきにするわけにはゆかないのは当然のことだろう。そしてこの場合、風俗とは さまざまの社会階層、さまざまの職業 お る、服装 髪型などから じまって 挨拶のしかたや話し方を経て、ついにはものの考え方 つまり精神風俗にいたるまでの広範な領域を含んでいる。この精神風俗におい は、風俗はほとんど倫理とすれすれのものになり、あるいは完全 一致するといってもよい。こう考える場合、風俗とは、うつろいやすくて表面的な、どうで よい現象ではなくなり、むしろ人間の本質の最も具体的なあらわれ方となる。ディケンズやサッカレーの小説 がんじょうな社会性 、つねに 風俗へのこう う関心によって保証されていた」 。　
丸谷は「イギリス小説が西欧近代小説の源流である」ために、影響が、ドストエフスキーやプルーストの小説など
の「他国の小説」に及んでいたことも指摘している。日本近代文学の出発点が『小説神髄』にあることを考えれば、風俗小説の重要性が見失われ、むしろ、 「蔑視」 れるよう ったのは大変奇妙な現象と ってよいだろう。丸谷はそうなった理由として、 「明治末葉以後、フランス ロシア 小説が好ん 読まれ、イギリス小説が遠ざけられたこと」 、 「自然主義 私小説 よって支配さ たため 孤独な自我の表明が小説 眼目 り、社会 なか 人間 とらえることがおろそかにされたこと」 、日本 「近代 社会 は、急激 時勢の変転のため、小説の題材となるにふさわしいだけの 完成した、洗練された風俗が乏しかったこと」をあげ い 。　
丸谷は三番目の理由と関連させて、 こういう不幸な状況におかれた日本の作家たちは、風俗をあつかおうとする







想への執着」の影響力であると述べた。そして丸谷は「花柳小説や芸術家小説ではない、広い市民社会を舞台に取った風俗小説は、わが国にきわめて乏しいし、たとえすこしあるとしても、イギリス型のそれのような、笑いと知性よる社会批判、文明批評という機能をうまく果たしていない。このゆえを って、正統的な近代小説はまだこの国に根をおろしていないと嘆くこ も、あるいは可能かも れない。 」と結論する。　
大変明快な説明であり、日本近代文学に存在する偏向を見事に説明しているといってよいだろう。ただし、丸谷は、
昭和十年代に風俗小説が復活し、盛んに執筆された現象を無視 る もちろん、字数の限られた事典の項目である以上、いたし方ないことではある。しかし、丸谷の う「正統的な近代小説 が「根をおろ」すチャンスがあったとしたら、この時期だったように思われる。　
横光利一の、 「文芸復興」を実現するためには「純文学にして通俗小説」 （ 「純粋小説論」 「改造」昭
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4）を書く



















































































飾品・鞄・靴・洋傘・写真・貴金属・文房具・たばこなど、 「洋品と呼ばれる商品の品揃え」を増やすことで、 「呉服商出身の百貨店が、次第に洋風生活を提供する新しい小売業への転身を図っていくことになった」 （ 「百貨店の誕生と大衆化」 『デパート スーパー』 「産業の昭和社会史⑦」平
4・
12刊） 。また、 「エレベーター、エスカレーターなどの、
先端技術や設備が導入され 建物の内外装も豪華になり」 、デパートは「大都会の象徴、都市生活者のあこがれの文化的施設となった」 である。　
ただし、小山は当時のデパートの顧客が「上層階層」に限定されていたことを指摘している。 「たとえば、三越が












銀座、本郷、牛込、浅草、上野のマーケットにおいて日用品を売り出した。呉服や装飾品などの高級品ではなく、生活必需品を大量販売するようになったのである。 （中略）インフレと大量消費社会の波の中で百貨店は役割を変えながらその規模 拡大したのである。百貨店同士の競争も激烈化し、定価や売価を示して 広告を主に新聞に出し、夜間営業、福引、無料配達地域 拡大、自動車による送迎をし催し物会場は常設化していった。 」と簡潔 まとめている。　
ただし、その変貌の主たる原因を「インフレと大量消費社会」とすることはできないだろう。大正九年三月の恐慌、
大正十二年九月一日の関東大震災、昭和二年三月の金融恐慌、四年十月からの昭和恐慌と連続する日本経済の危機のためと見た方がよいだろう。小山は「物価の暴落、輸出の減退、企業利益率の大幅低下、国内消費の減退が極度に進行」する中、 「日本の百貨店が大胆かつ積極的な経営戦略を打ち出し、第一次とも える流通革新に挑戦し」 、 「大衆百貨店 へ変貌しようとしたことを指摘している。　
小山によれば、 「昭和恐慌下の百貨店」の「積極的な戦略」とは、 「店舗の大型化や、支分店の開設、チェーン展


















を与え、六月十一日に起った新宿の酒屋の主人の 「百貨店の横暴 非難する遺書を残して三越本店で割腹自殺する、という事件」が運動に拍車をかけ、八月十八日に日比谷公会堂で全国の小売業者代表五千人が集まるという反百貨店運動の大集会が開催された。 商は当然ながら、百貨店の展開した積極的な販売戦略の禁止を求めて た。　
こうした運動の結果、また、百貨店同士の過当競争もあって、百貨店の積極策はいずれも規制の対象となった。昭




































































ということになる。ただし、作品では歳末商戦のように描かれてはいない。また、四章で、 「ほてい屋」をモデルとする大黒屋の歴史と「昨年の夏が始まらうとする頃」に登場した大野鯛三の姿が語られるが、大野のモデルである本多が「ほて 」救済＝乗っ取りを実行したのは昭和九年五月なので、ここでも現実の出来事とは食い違っている。したがって、作品の時間を「ほてい屋」の時間と神経質に対応させる必要はな と思われる。　
なお、作品の時間進行は、一、二、三章では大売出しの初日、五章では「昨年」の八月に行われたと思われる「上
越境の温泉」での 慰安会」 、六章では、物語の現在にもどって、二日目以降の大売出し、七章では閉店後の女性店員の姿が描かれる。最終の八章では「一週間の予定 大売出しが「一週間延長され」た結果、 「小売商聯盟」が陳情に訪れ、そ 翌日には「暴力団」がやってきて 襲われた大野が彼らを撃退した事件が描かれている　
この作品は、店に起った種々の〈事件〉を描いているが、それは大黒屋に勤める女学校出の四人の女性店員──時
実笛子、鷲尾耀子 「カニ というあだ名 女性店員、 「兵隊」というあだ名のついた柿田こ ゑ──を通してであった。語り手は百貨店の〈事件〉を全知の視点から語るこ を極力避けている。第八章 「暴力団」の男たちが大野を襲い、大野が反撃する、映画のアクションシーンを思わせる場面は、八階の現場にいた「庶務の女給仕 の口から一階の売り場にいる笛子に語ることで読者に提示されていた。　
また、四人の設定で重要なのは彼らが経済的な必要があって働いていることだ。笛子の場合、恩給で暮している退








ろう。笛子は、秋坂が「家出」をして笛子のところに転 り込んでいるのではないか 、彼の母親に疑わ 、女監督に問い質される。しかし、気の弱い秋坂が に直接接触したことはなかった。彼は遠くから笛子を見て、日記に彼女の名前を書くだけだった。母親が息子の居所を教えてくれと、 「涙を滾し 、俄に笛子に哀願するやうな態度になつた」ときに、彼女は「若 もそんなこ があつたら、ちよいと愉快なんだが ──と」 「笑ひとも怒りとも何とも知れぬ鼓動が胸の中で鳴り渡り始めるのを聞いてゐた。ふてぶ しい女にだつて案外なれるのかも知れないぞ。 」思うのである。　
あるいは、大売出しに殺到する「おかみさん」たち 姿を見て、笛子はこう感ずる。 「危険だから 子供連れは別






ある「喫茶店」のマダムの面接を受けるのだが、 「兵隊」は一人ではいけず、面接することを隠して、三人を連れて行ったのである。 「兵隊」の考えがわかり、マダムの ほんとに来て頂けるといゝんで けれど、お給金の方は飛びつきり弾みますわ」といわれて、笛子と耀子は動揺する。 黙つたまま二人 ふ 自分達の家を考へてゐた。自分達が家を支へてゐるわけではないが、はいれば自然当てにして来てゐる。耀子の場合は殆んど自活も同前であつ それが若し、今、は と止まつてしまへば 暗い翳が眼の前を塞いでゐる感じ 重苦しく仲々取れなかつた」 。ただし、このときの「暗い翳」はマダムの言葉を茶化した「カニ」 冗談で笑い飛ばされてしまう。笛子は「笑い乍ら、身を落すつもりなら何だつてやつて行 るのだ」と「思つた。然し喫茶店の実感は未だ未だ遠い気」がする程度だった。　
笛子の前に示される〈もう一人の自分〉はまだ深刻な現実として迫ってきてはいない。笛子 、いわば、 〈夢見る
乙女の時間〉は終っていない。しかし、親友 耀子との間に生じた亀裂はし に深刻なものとなって く。二人はともに断髪・洋装のモダンガールだが、そうした外見と裏腹に、ともに「母親 な 娘で、共通 淋しさや、悩み」をもっていて、経済的な状況も含めて、彼女たちの「似通つた事情が一層二人を離れ難いも にしてゐた」 。彼女たちは吉屋信子の〈少女小説〉を想起させるような親友関係だったのである。　
だが、 「好みの強い」 「潔癖屋で、強がりで、つむじを曲げたらもう仲々直らない」耀子の発言や行動は としば










かけるのだが、笛子はその意味が直ぐにはつかめないし、結局、耀子の申し出を断 のである。笛子は耀子とは違って、 「商品に対する愛着が根深く滲込んでゐる」ために、急に大黒屋を止める気にはならないのである。笛子は耀子を「不思議な気持で」 「眺め」るしかなかった。　
耀子の発言は、軽い冗談だったのかもしれないのだが、彼女の性格と密接に結びついていた。耀子は閉店後アテ
ネ・フランスへ通ってフランス語を学ぶなど、自分の時間を大切にしており、どんなに店が忙しく っても、ゆっくりと食堂に陣取って、 「フランス語の語彙集を拡げて暗誦したりしてゐる」 。 「自分の気持や、自分の時間をはつきり守りたいのだ。それを犯して来るものは跳ね返すより仕方がない」というのが彼女の「口癖」だった。 「主任でも何でもそんなきめられた仕事以外に容喙 て来 と、ぴしツぴしツと跳ね返 、喧嘩になることがある」 。そ でも彼女が「ほてい屋」で働けるのは、自分 売りたい商品を売るやり方で、売上げナンバーワンを誇っているからだった。した って、耀子が「ストツク品」ばかりを売る大売出し 販売戦略に嫌悪感やいらだちを覚えるのも当然で、しかも彼女はそれを態度に出してしまうのであ 。　
そんな耀子を、笛子は「エゴイストだと思ふが 蔑する気には毫もならなかつた」 。 「何か自分が仕方がないと諦






ようになっていく。やめた「トランク」売り場の「女店員」が隣の「越後屋」 （モデルは伊勢丹）にすぐに移っていたことがわか たとき、 「カニ」が「ねえ、何ぼ何だつて、恩義と云ふものがあるでしよ。のら犬みたいぢやないの。 」 憤慨する。耀子は「恩義だつて、それは変よ、白々しい、冷酷だとは云へ かも知れないけど、私は恩義と云ふ言葉は厭だなあ」 、 「恩義なんて真平だなあ。私は自分のやるべきことをちやんちやんとやれば、それでいゝと思つてるのよ それ以外は恩義を受けるのも掛けるのもお断り。第一、お店がどんな恩義を私達に掛けて」と冷静に言ってのけ である。　
これは「エゴイスト」の発言であると同時に、近代社会、あるいは、資本主義社会で労働するための基本的 心構
えを述べているといってよいだろう。労働 その対価の交換であって、そ に封建的な御恩と奉公 関係などを発生させる必要はな だという指摘である 耀子は外見通り、 〈モダ ガール〉な である。しかも、耀子の発言は大野たち、経営陣にも及ぶようになる。 「カニ とのやりと はこう続いていた。











達のために戦つたのだとばかりは思へない しても、兔に角死を賭してこの店の運命を頑張つてゐるのだ。その姿は悲壮に、常に見慣れ 姿とは別な光彩を放つて」 、 「脳裏 画き出された」 。また、 カニ は「信念がある ら捨身になれたんぢやないか、信念がなきやあ、誰が……」 息巻くが、途端に 耀子は「それや、信念があ ら捨身になれたのさ、それ あきまつてゐるわよ。だけど カニが勝手に感激してゐるやうな信念 もないことは確実よ。 」と指摘する。　




始めからありさうな気がしてゐたのよ。押しかけた暴力団も癪だけれど、幹部も、どつちかと云へば一種の暴力団なんぢやない。乗 込んで来た時から、そんな雰囲気が見えて、私だけの印象かしらと思つたんだけれど、だんだんはつきりして来た感じだなあ。私は神経が堪らないなあ、こんなごたごたばかり続いてる 」 。　
耀子の性格や感性に基づく嫌悪感が表明されているのだが、その嫌悪感は幹部たち、ひいては激烈な販売競争でし





























主義市場の激烈な競争とそこに巻き込まれて生きていかざるを得ない女性たちの問題につ ては無視している。読みとる必要がないといってい わけで、 田は「何か食ひ足らないたゞの風俗絵巻に見える 「或る人々」と同様な読後感ももっていたと思われる。　
それでは、批判的な評者はどのように述べているのだろうか。例えば、早稲田派の新進評論家として活躍していた





























るデパート（それがこの野心的作品の主人公である）の背後関係が描写乃至暗示されてをらぬことである。なぜそれが危機に瀕し、なぜ幹部重役が入替 、なぜ新幹部が有能で、 ぜ危機が解消されぬか？…… れらが一つも根本的に解明されてゐない」ことだった。藤森によれば、 「それが読者に納得されてこそ、この作品 コンクリイト建て高層建築のやうなガツチリした立体感を護りもし デパートが一つの象徴 も聳える」ことになる。　
藤森の要求に答えるためには、視点人物を時実笛子から経営陣に近い人物や百貨店の販売競争にくわしい人物にす
















































































品は笛子の意識を通して描 れているために、大野がドイツの俳優ファイト なぞらえら など、笛子にとって〈自然〉な、同時に〈制約〉のある発想や語彙によって説 されている。
（
10）　
笛子は、負債を背負ったまま 「憤懣を酒で医や」すだけの父との対比から、 「闘志」 「漲つた」大野に頼りになる家長的な




にも拘わらず、同一表現が反復されたり 記の誤用が目立つなど、 「文字 潔癖乃至感覚」が「尠い」ことが指摘された。
（
12）　













この問題については、有馬学の「 『非常時』の表と裏」 （ 『帝国の昭和』 ） 、及び拙稿「 〈現代社会〉を描くということ」の第四
節を参照されたい。
